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平成28年度 大学図書館職員短期研修 
テーマ３．図書館と学内他部門及び教員との連携による課題解決を考える(教育・学習支援) 

一貫したリテラシー教育実践のために 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タイトル案
１：点と線　一貫したリテラシー教育を行うために
２：もしも大学図書館員が高等教育のための情報リテラシー基準を読んだら



設定 

・1万人規模の総合大学 
 
・対象は2017年4月入学の学部学生とする 
 
・全新入生を対象とした初年次セミナーはすでに実施している 
 
・オーダーメイドガイダンスを毎年依頼してくる教員は一部に存在する 
 
・図書館にはリテラシー教育担当の職員がいる 
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現状の問題点 

卒業論文執筆時/卒業時における 
学生間の情報リテラシー能力の格差が大きい 
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初年次セミナーは全学生を対象に行われている 

しかし 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初年次セミナーのみで終わり、オーダーメイドガイダンス１回で終わりなど各ガイダンスのつながりが薄く、目的も明確ではない
そのため、本当に必要な時に学生は聞いた内容を忘れている
またオーダーメイドガイダンスを活用する教員とそうでない教員の講義を受ける学生間の情報リテラシー教育のムラが発生している



原因 
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○ 図書館主催のガイダンス 
 ⇒ 学生の意欲による格差 
 
○授業中の情報リテラシー教育 
 ⇒ 担当教員の意向による格差 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初年次セミナーのみで終わり、オーダーメイドガイダンス１回で終わりなど各ガイダンスのつながりが薄く、目的も明確ではない
そのため、本当に必要な時に学生は聞いた内容を忘れている
またオーダーメイドガイダンスを活用する教員とそうでない教員の講義を受ける学生間の情報リテラシー教育のムラが発生している



原因 
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図書館主催ガイダンス 

教員の行う講義 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初年次セミナーのみで終わり、オーダーメイドガイダンス１回で終わりなど各ガイダンスのつながりが薄く、目的も明確ではない
そのため、本当に必要な時に学生は聞いた内容を忘れている
またオーダーメイドガイダンスを活用する教員とそうでない教員の講義を受ける学生間の情報リテラシー教育のムラが発生している



現状の問題点 

新入生向け 
ガイダンス 

図書館の 
使い方 

ガイダンス 

CiNiiの 
使い方 

ガイダンス 

CiNiiの 
使い方 

ガイダンス 

論文の 
探し方 

ガイダンス 

OPAC 
ガイダンス 

執筆マナー 
ガイダンス 

図書館の 
使い方 

ガイダンス 
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提案 

教員との連携により、 
入学から卒業までの流れに沿った 

情報リテラシー教育を実現 
 

  

担当教員の性向による 
学生間の情報リテラシー知識のムラをなくす 

 
  

院生をＴＡとして雇用して、 
図書館員と一緒に”学修支援サポートデスク”を設置し、 

上記の教育の補填・深化を受け皿として用意 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
入学時の初年次セミナーから卒業論文の執筆、卒業に至るまでのマイルストーンを明確にし、段階段階に沿った指導を講義の内容に組み込んでもらって実現
これまでにオーダーメイドガイダンスの経験のある教員などから広げてのちには全学部の講義の要所要所に組み込んでいく

このガイダンスだけでは理解できなかった学生、もっと詳しく知りたい学生のニーズにこたえるために図書館内に「学習支援サポートデスク」を設置
第一受け皿およびライティング支援等は院生(教員による推薦・特定の講義の単位を取得したもの)、
次に図書館員、場合によっては教員を案内



提案 

入
学 

卒
業 

カリキュラム 

図書館員による 
情報リテラシー教育 

学
生 

Ｔ
Ａ(

院
生) 

図
書
館
員 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図は変える　トランポリンじゃない



何をクリアしていけばいいのか？ 

１：教員と講義の事をよく知らない 
 ⇒学生のカリキュラム/シラバスの把握 
 
２：講義と図書館のガイダンスの関係性のなさ 
 ⇒教員との連携 
 
３：学生へのフォローアップの不在 
 ⇒サポートデスクの設立  
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課題と解決 

〇１・２の解決策 

従来から関係のある教員との連携の強化 

＋ 
新規教員の開拓 

教務担当との連携によりシラバスの内容を入手 
 

シラバスの内容を調査し、 
リテラシー教育/アカデミックライティング関係の講義を発見 

 
上記該当講義担当教員への働きかけ 

10 



課題と解決 

教務担当よりシラバスを入手 

シラバス内調査 
該当講義 / 教員の洗い出し 教員の訪問/打診 

図書館員による 
情報リテラシー教育 
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図書館員 教員 



課題と解決 

〇課題３の解決策 

学修サポートデスクの設置 

学生目線でのサポート 
図書館内のアクセスしやすい場所に常設 
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学生に寄り添った支援 



課題と解決 

〇課題３の解決策 
＜TA(大学院生)の人選＞ 
• 教員の推薦 
• ライティング・研究方法論等の授業単位取得者 
 
＜運用案＞ 
• マニュアルの策定 
• 必要に応じて、図書館職員／教員へ 
• TAのシフト管理 

 
＜フィードバック体制の構築＞ 
• 対応内容・結果は、図書館・教員と共有 
 →講義内容へ反映させる 
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提案 
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機会の不平等
の解消！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図は変える　トランポリンじゃない



課題と解決 

ロードマップ 
年月 Ｈ29.1 Ｈ29.3 Ｈ29.４ Ｈ29.7 H29.後期 

教員との 
連携 

シラバス 
の 

受け取り 
（教務） 

シラバス
の分析 

と 
教員の 

洗い出し 

初年次 
セミナー 

教員との 
交渉・ 
事前 

打ち合わせ 

図書館職
員による 
授業内 

ガイダンス 

サポート
デスク 

教員との話し合いの中
での院生の推薦/選定 

TA研修 
→次年度よ
りSD開始 
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初年度は一部の講義で実施し、成果をまとめて教授
会などでアピール＆協力教員を拡大！！！ 



まとめ 

教員と職員が「面」になって、 
学生の情報リテラシー育成にあたり、 
情報リテラシーを身に付けた学生を 

社会へ送り出すことを目指す。 
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